そった。 私 は 仕事の むり を やめる こと を 忠告した が、 

よほどの 生理的 脅迫の ない 限り、 この 忠告が きかれ 

ない こと は 知っていた。 

よく 言われる 「ジャ ー ナ リズムの 酷使」 が、 林 さ 

んの死 を 決定的に 意味 づける 結果と なった。 徹夜 同 

然の 仕事 を 一年中つ y けて、 つ y きもの をい くつ も 

もち、 ほかに 一ヶ月 間 三 編 も 四 編 も 短篇 小説 を かく 

などと いう こと は 芸術の 常識と しても 勤労の 常識と 

しても あり 得ない こと だ。 その あり 得ない こと を や 

ら せようと する 追求が、 いまの 日本の ジャ ー ナ リズ 

ム である。 しかし、 そばに よって よくよく 見る とこ 



一 一十三 歳で、 私が 二十 一 一歳だった ころの シォ たれた 

メイ セン 姿が 浮かぶ。 私たち はよ く 二人で 電車賃が 

ない ま ゝに世 田 谷の 奥から 本郷の 雑誌 社まで 歩いた。 

着物 も 御飯 も 貸し 合った。 むく われない 愛情の ため 

に 泣き 合った。 あ、 彼女 今や 亡し。 

(六 • 一 一九 夕刊 朝日) 

宮本竹 蔵 

作家が へ タク ソの 小説 を 書く と、 ジャ— ナ リズム 

の 酷使が そうさせた といった。 自殺で もす ると、 い 



よいよ 大 酷使の せいに してし まった。 生活が ジ ダラ 

クで、 頭が 空ッ ぼに なり、 生活力が 消耗して しまつ 

たこと は、 棚に 上げて いるので ある。 林芙美 子の 死 

は、 心臓 マヒで 自殺で もない が、 それでも 平 林たい 

子に よると、 どんらん 飽く なき ジャ— ナ リズムの 酷 

使で、 犠牲に なった もの だそう である。 (朝日) 林 は 

朝日に、 小説 を 執筆 中だった。 だから 平 林に よれば、 

差し 当り 朝日が 「どんらん 飽く なき」 ジャ— ナ リズ 

ムの 代表と いう ことに もな リ そうだ。 現代の 作家と 

か 批評家と かいわれ る 人種 は、 ジャ— ナ リズムで 生 

計 をた てて いるので あるが、 何 か 悪い ことが 起る と、 



める ことにな りそう だ。 

一 般に ジャ— ナ リズムに 対し、 個人の 力で、 どう 

にもなら ない 魔法の 力が あるよう な 迷信が ある。 清 

水 幾太郎 によると、 二三の 大 新聞と、 NHK が 共謀 

すれば、 思う がま まに 世論 を 作り出す ことができる 

そうだ。 だが 民衆 は、 清水の 考える ほど、 新聞から 

ダマ サレ 放題になる ような、 衆愚で はない ので ある。 

究極に おいて、 民衆 は ダマされ ない。 ジャ— ナ リズ 

ム の 威力で は 女流作家 を 殺す 力 はな い であろう。 

(六丄 二 〇 東京) 



芙美子 をして ジャ— ナ リズムの 渦中に とびこませた 

こと は 否定で きない。 (談) 

東京 新聞 「放射線」 欄の 宫本竹 蔵 先生の 所説 は、 

ジャ— ナ リズム だけが 悪人で はなく つて、 過度の 要求 

を 承知で ひきうけて 濫作す る 作家の 側に も 罪が ある、 

ジャ ー ナ リズムに は 女流作家 を 殺す 力がない、 という 

こと を 言いたかった のであろう。 節度 を 旨と し、 秩序 

ある 論理 を 展開して 結論に 至れば、 それで 申し分な く、 

それ も 一 ッの 説で ある。 各人 各 説と いう もので、 自分 

はこう 思う、 という こと を 適切に 表現して 読者の 批判 



今回の 場合、 宫本竹 蔵 先生のお 叱リを 蒙った 平 林た 

い 子さん の 文章 は、 どこかの 新聞の 文芸欄の 一 隅に 

のった 追悼 文で、 せいぜい 原稿紙 二 枚ぐ らいの 短文で 

ある。 ところが そのたった 八 百 字ぐ らいの 短文す らも 

精読 を 欠き、 相手の 意 あると ころ を 読み誤って、 勝手 

にきめ つけて いら ッ しゃる。 前掲の 両者の 文章 は 一字 

も 省略して おらぬ 害です から、 どうぞ 皆さん 御自身で 

も 吟味して みて 下さい。 たった 原稿紙 二 枚の 文章です 

ら、 このように 精読 を 欠いて いるので すから、 長い 文 

章に 至って は 誤読 誤解の 甚し さは 申す まで もあります 

一 一、 ヽ o 
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の 少年 二八) が 「茨城県の 堂守 殺しの 犯人 は 私で 

す」 と 自首して 出た。 自供 をき いている と 犯行 当時 

の 模様に ついて あまりに も 詳しく 信憑性が あるので 

同署 では 東京 地検に 連絡して 堂守 殺人事件 を 調べ て 

みると 意外に も 次の 事実が 明に なった。 問題の 事件 

は 昭和 廿 三年 四月 廿 一 日 茨城県 結 城 郡 蚕 飼 村の 観音 

堂の 中に 卅年 前から 住んで いた ャミ屋 の 青柳 宇 一 郎 

という 六十 九 歳のお 爺さんが 何者かに 頭 を 割られ 絞 

殺され 現金 千円 を 奪われて いたと いう 事件で、 現場 

付近に 遺留され ていた 米の 入った 乞食 袋 を 手が か り 

に、 同月 廿 五日 容疑者と して 住所 不定 小 林三郎 (三 



八) を 検挙、 続いて 廿 八日 共犯と して 住所 不定 大内 

末吉 (三 四) を 逮捕した。 二人 は 警察、 検察庁の 調 

べに 対して 直に 犯行 を 自供した ので 起訴され、 一審 

の 水 戸地 裁 下 妻 支部で も 犯行 を 認めた ので いずれも 

無期懲役の 言 渡し をう け 東京 高裁に 控訴、 一 一審で は 

最初 から 否認した が 認められず、 さ ら に 最高裁に 上 

告、 小 林 は 上告 趣意書で 次のように 述べて いる。 

「(前略) 窃盗 容疑で 捕われた 友人の 内妻から 弁護料 

を 頼まれた ので、 そこで 大 内と 相談して 四月 十九 日 

以前 二三 回 行った ことの ある 蚕 飼 村の 爺さん (被害 

者) のと ころへ 行き 〃米が 一俵 あるが 買って くれ" 



と 頼んだ ところ * 今日は 金がないから 明日に してく 

れ々 というので、 翌日 また 自分 だけで 行く と、 買 出 

人らしい のが 二三 人いて 爺さん は 〃今 金が 入った か 

ら 大丈夫， といった。 その 夜 自分と 大内 は吉沼 村の 

農家から 俵 を 一 俵 持 出し、 畠の 中で 袋に 入れ かえ 二 

人と も はだしに なり 蚕 飼 村へ 行った、 〃今晩は 今晚 

は， と 何度も よんだ が 中から 返事がない。 そこで 大 

内が 〃今晩は， と 声をかけ 雨戸 を あけて 家の 中 をみ 

ていたが "誰かが 倒れて いるよう だ， というので 自 

分 も 行って 月の 光に 中 をの ぞいて みると、 土間に 裸 

で 爺さんが 倒れて いた。 その 中大 内が 〃家の 中に 誰 



かいる， といった ので 驚き その ま、 裏の 方に 逃げ 約 

三 丁 程 はなれた 西方の 神社まで 夢中で 逃げ、 そこで 

もっていた 袋 を "こんな もの を 持って いると 怪しま 

れる， と 道路の 側に 捨てた (下略)」 と 述べ、 次の 四 

点に ついて 不満 を もらして いる。 ①高 橋の 内妻 吉田 

照 子 を 証人に よんでくれ とい つたのに 何故よ ばな 

かった か、 ② 二人 は 当夜 泥足で 行った の だから 畳に 

足跡が ついている はず だ、 ③大 内が 後から 抱く よう 

にして 首 を 絞めた とすれば 大 内の 着衣に 血が 着いて 

いなければ ならぬ、 ④ 捜査 主任 は 何故 私に 法廷で こ 

の 供述書に 書いて ある 事 を ひっくり返す 様な 事 をし 



て くれるな といった か。 —— しかし 大内小 林の 二人 

についても、 二人が ャミの 取引な ので 「昼 は 具合が 

悪い から 夜来る」 と 爺さんに 話して いたにしても、 

深夜 一 一時 頃と いうの は あまりに も 常識 外れで はない 

かとい うような 疑問が 残らぬ わけで はない。 結局 上 

告 棄却と なり 無期が 確定、 服役した ものであった。 

しかるに 沼田 少年の 自供 は 小林大 内が 強制せ ら れ 

て 云われる 通りの 自供 を 行った という 兇行 事実と 符 

合する のみでな く、 使用した 兇器、 鉈、 薪、 フン ド 

シ (絞殺 用) 等 も 現場と 符合し、 特に 「殺した 後で 

屋内 を 物色して いると、 外で 足音が きこえた ので 仏 



しの 犯人と 断じて 発表して マチ ガイであった 場合に は、 

筆 を 折る 覚悟 はいりましょう。 可能な あらゆる 細部に 

わたって 考察 を 重ねた 上で、 彼の 容疑 をく つがえ しう 

る ものが ありえない、 他の 何者 も 犯人で はありえない、 

という 確信が 他の いかなる 証拠に よっても 疑われる 余 

地な く 納得で きなければ、 とても やれる もので はあり 

ません ね。 

しかし、 伊東の 殺人事件の 場合に は、 甚だ 多くの 手 

がかり があって、 状況証拠 だけで も (物的証拠 は 当局 

の 正確な 発表が ないから 分りません が) 抜き差しなら 

ぬ 性質の 容疑 を 証明して おって、 その ほとんど 全ての 



分が 競 犬 法の 請願 人になる 等と 云う 事 は 自分で も呆 

れた位 だから、 事情 を 知らない 記者が 公憤 を 感じる 

の は 無理 も 無い ので ある。 然し 公憤の あまり 筆が 走 

リ 過ぎて か、 自分の 発言 を 相当に 歪曲して 書いた 事 

実は ジャ— ナ リズムに は 時には 有りがちの 事 だが、 

自分と して は 甚だ 迷惑で、 其の 事情 は 自分が 東京 新 

聞 (五月 卅ー 日) に 書いた 通りで ある。 廃止の 要望 

に国警 公安 委 大会の 決議で 「治安 を 乱し、 青少年が 

犯罪 を 犯す」 点 だけ を 取上げた の は 公安 委員と 云う 

立場から は 当然の 事で ある。 此の 要望 は 国会で は 取 

上げられず 競輪 は 再開した が 昨年 一 月から 九月 迄に 



四十 七 件 起った 警察 沙汰 は 再開 後の 五ケ 月間に 三 件 

に 減って 居り、 要望の 効果 だけ はあった 様で、 四月 

の 公安 委 大会に は 議題と ならず 一 応 静観の 姿で ある。 

宝くじ、 競馬、 競輪の 様な 公認 賭博 的な ものに 就 

て は 公安 委員と してよ リは 寧ろ 一 般 国民の 一 人と し 

て 検討すべき もので、 可否い ずれの 側に も 多くの 議 

論が 成立す るであろう。 是等 のかけ) J と は 戦前 ョ ー 

口 ツバで はいずれ もなかな か 盛で あり 皆が 人間 通有 

の 賭博 的 興味？ を 大いに 楽しんで 居た 事 は 筆者 も 

目撃して 来て 居る。 然し 文明国で やって 居る から 其 

のま ま 日本で もやる ベ しと 云う 結論に はならぬ かも 



うる 性質の ものなん です ね。 

先々 月 大阪に 競輪の 近畿 ダ ー ビ— が 行われた が、 そ 

の 女子 決勝 レ ー スが 珍な ことにな つ てゴタ ゴタが 起つ 

た。 実に これ は 珍なる レ ー スで、 三千 来，' 決勝 レ ー ス 

の 一 一千 九 百 米 余が 終リ 最後の コ ー ナを まさに 曲り きつ 

て 直線 コ —ス にかかろう というと ころで、 先頭の 松 下 

嬢の クリップが 外れて 転倒、 すると 次から 次へ 折り 重 

なって 八 名の 選手のう ち 七 名が ころんで しまった。 一 

番ビリ におった 選手 だけが 難 をまぬ がれ、 そこから 

ゴ ー ル まで はたった 百 来 だし、 目の前に 全部 倒れて し 

まった の を チャンと 見届けて いら ッ しゃる から、 あせ 



いかにの たう ッた ところで 全然 よろこばない。 神に ホ 

ン ロウされ た ミジメ な 人間の 苦悩の 物語りで ありまし 

た、 と 書いて るよ。 題して 豊中 (競輪場の 名) 凸凹 騒 

動 てんまつ、 と ある。 

この 記者 は 暴動に 関係 は ある 害がない。 しかし、 記 

者で あるから 騒動の 終りまで 見届けた のだろう。 けれ 

ども 彼 も マン マと 神に ホン ロウされ た ミジメ な 人間の 

一人で あつたに 相違ない 証拠 は、 文章 を 読めば すぐ 分 

る。 大 そう 口惜しく、 ゥラミ 骨髄に 徹する 如く 徹せ ざ 

る 如く、 七 人の 女の子が 苦悶の 姿態な やましく のた 

ぅッて も 全然 うれしく なか つ た 心境が さ ， J そと 察せら 
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